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1. 平成24年2月期第２四半期の連結業績（平成23年３月１日～平成23年８月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年2月期第２四半期 42,564 4.9 1,151 217.3 1,264 161.9 632 249.8

23年2月期第２四半期 40,579 △2.1 362 △53.8 482 △46.8 180 △77.3

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年2月期第２四半期 9 10 ─

23年2月期第２四半期 2 57 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年2月期第２四半期 34,943 22,741 65.1 327 48

23年2月期 32,510 22,517 69.3 324 23

(参考) 自己資本 24年2月期第２四半期 22,741百万円 23年2月期 22,517百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 23年2月期 ─ 0 00 ─ 5 00 5 00

 24年2月期 ─ 0 00

 24年2月期(予想) ─ 5 00 5 00

3. 平成24年2月期の連結業績予想（平成23年3月1日～平成24年2月29日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 86,200 6.2 1,800 115.8 1,900 78.1 1,200 56.5 17 28



 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していま

せん。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について

は、【添付資料】３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年2月期２Ｑ 69,706,442株 23年2月期 69,706,442株

② 期末自己株式数 24年2月期２Ｑ 260,189株 23年2月期 257,815株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 24年2月期２Ｑ 69,447,148株 23年2月期２Ｑ 70,286,347株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響に

よって急速に悪化し、電力供給の制限や原子力災害の影響が長期化、更に夏場以降の欧米の財政不安や世

界経済の景気減速懸念の高まり、急激な円高など極めて不透明な状況で推移いたしました。 

小売業界におきましても、電力供給不足による節電、原子力災害の影響による商品の出荷制限など非常

に大きな影響を受けました。 

このような情勢のもと、当社グループは「総力戦で競合店に打ち勝ち予算を達成させる」を方針とし

て、方針実現のために①全従業員が「ファイティングスピリット」で利益を稼ぎ、魂を入れた接客の徹

底、②「良質スーパー」の実現に取り組みました。 

 「良質スーパー」とは、「商品力の良質化」、「サービス面の良質化」、「価格面の良質化」などをバ

ランスよくお客様に提供することでお客様から支持され、実現されるものであります。 

 更に、「店舗毎の戦い」を積極的に実践する為に店舗に主体性をもってもらう、店舗発信の予算の策定

並びに店舗からの提案を基に本社と協議し内容を決定する改装を行いました。 

  以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は新店の寄与により425億64百万円（前年同

期比4.9％増)、営業利益は粗利益率の大幅な改善により売上総利益が増加したこと、また光熱水道費等の

経費の削減により11億51百万円（前年同期比217.3％増）、経常利益は12億64百万円（前年同期比161.9％

増）となりました。また、当期より資産除去債務に関する会計基準が適用されたこと、及び東日本大震災

による損失等により特別損失として154百万円計上しましたが、四半期純利益は６億32百万円（前年同期

比249.8％増）となりました。 
  
事業別の営業状況は次のとおりです。 

(小売業) 

 売上高  409億17百万円（前年同期比4.8％増） 

〔株式会社東武ストア〕 

①新店の開設 

平成23年３月に逆井店（千葉県柏市）及び西池袋店（東京都豊島区）、同年４月に練馬豊玉店（東京

都練馬区）を開設し、当社の店舗は平成23年８月31日現在で合計60店舗となりました。 

②既存店の改装 

「店舗毎の戦い」を実践する為に、店舗の陣容、強み弱み、設備、競合状況などについて最も詳細に

把握している店長が、自ら企画立案した店舗発信の改装をみずほ台店、白井店及び北大宮店などで行

いました。 

③営業利益改善策 

店舗毎の営業利益の改善を目的に毎月１回営業幹部会議を開催し、営業利益が厳しい店舗を取り上げ

て具体的な改善策を議論して、きめ細かな指示をするとともに、本社が徹底的に店舗支援を行い営業

利益の改善を図りました。 

④売上、粗利益向上策 

・前期より継続して取り組んでいる鮮度管理や販売方法の一部見直しが店舗に定着し、値引きロスや販

売チャンスロスを削減するとともに、低価格帯商品を縮小し、鮮度が良く安心・安全な良質化商品の

拡大を図りました。 

・作業の効率化、販売チャンスロス削減による売上、粗利益の向上を目的に衣料品部門に自動発注シス

テムの導入を開始し、平成23年８月31日現在27店舗で導入を完了いたしました。 

⑤顧客満足度アップのための施策 

・外部の専門家による「ホスピタリティ研修」（接客徹底研修）を店舗の最前線でお客様に接するレジ

担当者を主な対象として行い、「魂を入れた接客」に徹底して取り組みました。 

・外部の専門機関による店舗オペレーションの定期的な遂行度調査を行い、遂行度の低い店舗及び低い

項目の改善に取り組み、お客様満足度アップに努めました。 

その他、新店及び改装店舗のスポット照明並びに本社の照明を全て、省エネ効果の高いＬＥＤ照明に変

更するなど、節電、環境に対する取り組みを積極的に推進いたしました。 
  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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〔株式会社東武フーズ〕 

同社は、当社店舗を中心にファストフード店、インストアベーカリー等を運営し、ローコストオペレ

ーションによる効率化を追求して、安定した利益を確保できる企業体質の強化に継続して取り組みま

した。 
  

(その他) 

 売上高  16億46百万円（前年同期比7.5％増） 

 その他といたしましては、子会社の株式会社東武警備サポートが警備業、メンテナンス業、人材派遣業

を行っております。また当社物流センターにおける配送料収入等があります。 

 株式会社東武警備サポートでは、「営業体制の強化による外部取引の拡大」、「教育体制の強化による

資質の向上」、「管理体制の強化による増員計画の実現」の三大方針の達成に向け業務に取り組みまし

た。 

  

当第２四半期連結会計期間末における資産の部は、前連結会計年度末に比べ24億32百万円増加し、349

億43百万円となりました。新店３店舗の開設及び店舗改装等により有形固定資産が16億24百万円増加し、

また預け金が８億88百万円増加したこと等が要因です。 
  

負債の部は、前連結会計年度末に比べ22億８百万円増加し、122億１百万円となりました。買掛金が５

億23百万円、未払法人税等が３億76百万円、リース債務が10億61百万円、資産除去債務が３億３百万円そ

れぞれ増加したこと等が要因です。 
  

純資産の部は、前連結会計年度末と比較して２億24百万円増加し、227億41百万円となりました。第２

四半期純利益６億32百万円による増加と、剰余金の配当３億47百万円の支出、株価の下落により、その他

有価証券評価差額金が59百万円減少したこと等によるものです。 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、55億69百万

円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は29億68百万円（前年同期は14億82百万円の収入）となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益11億10百万円、減価償却費７億77百万円、仕入債務の増加額５億23百万

円、未収入金の増加額２億18百万円等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は14億97百万円（前年同期は19億20百万円の支出）となりました。これは

主に、新店３店舗の開設及び店舗改装等に伴う有形固定資産の取得に係る支出11億８百万円、新店に係る

差入保証金・敷金の差入による支出３億83百万円等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は４億65百万円（前年同期は８億47百万円の支出）となりました。これは

主に、配当金の支払額３億45百万円、リース債務の返済による支出74百万円等によるものです。 

  

平成24年２月期通期の連結業績予想につきましては、平成23年７月６日に公表しました業績予想を修正

いたします。詳細につきましては、本日公表の、「平成24年2月期通期連結業績予想の修正に関するお知

らせ」をご参照ください。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

1）資産、負債及び純資産の状況

2）キャッシュ・フローの状況

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

（株）東武ストア（8274）平成24年2月期 第2四半期決算短信

-3-



該当事項はありません。 

  

棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げにつきましては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

（会計処理基準に関する事項の変更） 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。  

これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ11百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は95百万円

減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は３億円であります。

  

（表示方法の変更） 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸

表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内

閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利

益」の科目で表示しております。  

  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含め

て表示しておりました「未収入金の増減額」は重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間で

は区分掲記しております。なお、前第２四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロ

ー」の「その他」に含まれる「未収入金の増減額」は１億56百万円であります。 

  

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,445 1,328

預け金 4,123 3,234

売掛金 631 626

商品 1,946 2,072

繰延税金資産 219 282

その他 1,116 1,275

流動資産合計 9,481 8,820

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,539 8,929

機械装置及び運搬具（純額） 12 8

工具、器具及び備品（純額） 1,378 1,349

土地 3,149 3,149

リース資産（純額） 2,029 1,033

建設仮勘定 － 13

有形固定資産合計 16,109 14,484

無形固定資産

ソフトウエア 113 92

その他 63 64

無形固定資産合計 177 156

投資その他の資産

投資有価証券 232 192

差入保証金 3,162 2,553

敷金 3,884 3,690

前払年金費用 754 782

繰延税金資産 954 1,004

その他 185 825

投資その他の資産合計 9,174 9,049

固定資産合計 25,461 23,690

資産合計 34,943 32,510
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,342 2,819

短期借入金 250 250

1年内返済予定の長期借入金 45 90

リース債務 162 84

未払法人税等 531 155

未払消費税等 162 173

賞与引当金 176 243

商品券等回収損失引当金 32 36

ポイント引当金 134 127

その他 1,741 1,713

流動負債合計 6,578 5,692

固定負債

リース債務 1,993 1,009

退職給付引当金 2,919 2,888

役員退職慰労引当金 93 115

資産除去債務 303 －

その他 312 286

固定負債合計 5,622 4,300

負債合計 12,201 9,992

純資産の部

株主資本

資本金 9,022 9,022

資本剰余金 7,847 7,847

利益剰余金 9,398 9,113

自己株式 △68 △67

株主資本合計 26,199 25,915

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △13 46

土地再評価差額金 △3,444 △3,444

評価・換算差額等合計 △3,457 △3,398

純資産合計 22,741 22,517

負債純資産合計 34,943 32,510
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
至 平成23年８月31日)

売上高 40,579 42,564

売上原価 29,953 30,278

売上総利益 10,626 12,285

販売費及び一般管理費

給料及び手当 3,712 4,267

賞与引当金繰入額 171 176

退職給付費用 171 160

不動産賃借料 2,256 2,373

減価償却費 692 777

その他 3,259 3,378

販売費及び一般管理費合計 10,263 11,134

営業利益 362 1,151

営業外収益

受取利息 21 22

受取手数料 85 98

その他 43 41

営業外収益合計 149 163

営業外費用

支払利息 6 15

固定資産廃棄損 17 27

その他 5 6

営業外費用合計 29 49

経常利益 482 1,264

特別損失

固定資産除却損 104 37

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 84

災害による損失 － 32

その他 3 －

特別損失合計 107 154

税金等調整前四半期純利益 375 1,110

法人税、住民税及び事業税 79 478

法人税等還付税額 － △112

法人税等調整額 114 112

法人税等合計 194 478

少数株主損益調整前四半期純利益 － 632

四半期純利益 180 632
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
至 平成23年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 375 1,110

減価償却費 692 777

前払年金費用の増減額（△は増加） 9 27

賞与引当金の増減額（△は減少） △16 △66

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19 △17

退職給付引当金の増減額（△は減少） 68 31

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △25 △21

受取利息及び受取配当金 △29 △29

支払利息 6 15

有形固定資産廃棄損 3 11

有形固定資産除却損 34 15

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 84

売上債権の増減額（△は増加） 50 △5

たな卸資産の増減額（△は増加） 5 128

未収入金の増減額（△は増加） － 218

仕入債務の増減額（△は減少） 456 523

未払消費税等の増減額（△は減少） △38 △10

その他 △3 173

小計 1,571 2,965

利息及び配当金の受取額 30 25

利息の支払額 △6 △15

法人税等の支払額 △113 △110

法人税等の還付額 － 104

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,482 2,968

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 － △99

有形固定資産の取得による支出 △1,610 △1,108

無形固定資産の取得による支出 △39 △51

敷金及び保証金の回収による収入 127 125

敷金及び保証金の差入による支出 △18 △383

その他の支出 △401 △7

その他の収入 22 27

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,920 △1,497

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 90 －

長期借入金の返済による支出 △190 △45

リース債務の返済による支出 △39 △74

自己株式の取得による支出 △6 △0

自己株式の売却による収入 0 －

配当金の支払額 △700 △345

財務活動によるキャッシュ・フロー △847 △465

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,285 1,005

現金及び現金同等物の期首残高 6,438 4,563

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,152 5,569
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

4. 補足情報

(1) 販売の状況

項  目

当第２四半期 

連結累計期間（A)

前第２四半期 

連結累計期間（B)
増減金額

前年同期比

金 額 構成比 金 額 構成比 (Ａ)─(Ｂ)

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

[小 売 業］

加工食品 17,088 40.1 15,595 38.4 1,493 9.6

生鮮食品 15,474 36.4 14,572 35.9 902 6.2

衣 料 品 1,617 3.8 1,585 3.9 32 2.0

生活用品 1,451 3.4 1,387 3.4 64 4.6

商   事 91 0.2 229 0.6 △137 △59.9

専 門 店 5,192 12.2 5,678 14.0 △485 △8.6

小  計 40,917 96.1 39,048 96.2 1,868 4.8

[そ の 他］

警備業等 1,646 3.9 1,531 3.8 115 7.5

売上高計 42,564 100.0 40,579 100.0 1,984 4.9
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